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じ
ら
れ
た
ま
ま
、
物
音

一
つ

し
な
い
。
表
面
に
煙
が
く
す

ぶ
り
続
け
る
扉
に
不
安
が
募

っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
警
防

団

（当
時
の
消
防
団
）
の
今

村
清
蔵
団
長
＝
当
時
（４４
）‐―

が
姿
を
見
せ
た
。
春
成
さ
ん

は
警
防
団
員
と
力
を
合
わ

せ
、
一扉
を
こ
じ
開
け
た
。

「う
わ
っ
」
と
先
頭
に
い

た
団
員
が
叫
ん
だ
の
で

，
壕

ん
――
当
時
（５３
）
＝
は
胸
の
前

で
手
を
合
わ
せ
た
祈
る
よ
う

な
姿
だ

っ
た
。

そ
の
晩
、
春
成
さ
ん
は
■

人
通
夜
を
し
た
が
、
家
族
を

一
度
に
失

っ
た
衝
撃
の
た
め

か
、
記
憶
は
途
切
れ
が
ち
に

な
る
。

ひ
つ
ぎ
に
遺
体
を
納
め
た

こ
と
、
父
親
の
仕
事
の
知
り

合
い
ら
が
駆
け
付
け
ト
ラ

ッ

「今は平和な この周辺で69年前、

たことを時 には思 い起 こしてほ

さん

南
伊
敷
地
区
の

区
画
整
理
始
動

年
内
着
工
目
指
す

土
地
所
有
者
で
つ
く
る

組
合
が
主
体
と
な
る
鹿
児

島
市
南
伊
敷
土
地
区
画
整

理
事
業
が
事
実
上
、
始
動

し
た
。
計
画
で
は
、
施
工

区
域
は
伊
敷
町
と
西
伊
敷

■
～
３
丁
目
の

一
部
地
域

で
計
約
１９
万
４
８
０
０
平

方
研
、
総
事
業
費
訂
億
６

７
０
０
万
円
、
事
業
期
間

２
０
■
８
年
３
月
末
ま
で

と
し
た
。
現
在
、
市
や
県

に
必
要
な
許
可
を
申
請
し

て
お
り
、
年
内
の
着
工
を

目
指
す
。

区
域
は
伊
敷
団
地
に
隣

接
す
る
山
林
を
中
心
と
し

た
傾
斜
地
で
、
宅
地
と
し

て
条
件
が
良
く
、

０４
年
か

ら
計
画
を
進
め
て
い
た
。

今
年
４
月
末
、
市
か
ら
組

合
設
立
の
認
可
を
受
け
、

５
月
１８
日
に
第
■
回
総
会

を
開
催
。
同
２０
日
の
理
事

会
で
坂
口
光
浩
理
事
長
を

選
出
し
た
。

計
画
に
よ
る
と
、
戸
数

市
行
政
改
革

達
成
率
９７
％

市
、推
進
委
で
報
告

鹿
児
島
市
行
政
改
革
推

進
委
員
会

（会
長

・
井
上

佳
朗
鹿
児
島
大
学
法
文
学

部
教
授
）
が
９
日
、
市
役

所
で
あ
り
、
行
政
改
革
大

綱
に
基
づ
く
実
施
計
画

（２
０
■
０
～
１４
年
度
）

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
た
。
市
は
、

１３

年
度
末
時
点
の
計
画
■
４

７
項
目
の
う
ち
■
４
２
を

鹿児島市交通局は、 8月
以降採用の軌道整備士 と自

動車整備士を若干名募集 し

ている。 ■次試験が 6月 21

日、山下町の青年会館であ
る。受験申し込みは 16日 必

着 (持参は平 日午後 5時ま

で)。   .
いずれ も 1983年 4月 2日

自動車、軌道整備士募る
交通局 16日 締め切 り

以降に生 まれ、高校か修業

年限 3年以上の高等課程専

修学校の卒業者。軌道整備
士は土木関係の学科 を専攻

し、中型 自動車免許 (8トン

未満限定を含む)取得者。

自動車整備士は 3級自動車

整備士以上 (二輪 自動車を

除 く)の資格 と大型自動車
免許がある人が対象。同局

==099(257)2111。      .

け
れ
ば
、

疎
開
し
、

す
ん
だ
（

そ
ん
一

な
ま
れ
一

持
ち
を
一

軍
予
備
」

す
る
こ
」

え
た
。

戦
後
こ

時
を
過
い

鋏鰺濾隋鬱誦@鹿児島著椰市艤
locai net、″ork

50、 60代男性の
しやべ り場発足
鹿県講座きっかけ月 1回

「女 1生も歓迎 です よ」 と楽 しそ うに話 す 「ぷ

らんぷ らん  き らき ら」 のメ ンノドー

=鹿児 島市 のか ごしま県 民交流 セ ンタ ー

鹿
児
島
の
オ
ジ
サ
ン
た

ち
、
本
音
で
話
そ
う
ぜ
―
。

仕
事
や
住
む
地
域
に
関
係

な
く
集
ま

っ
た
５０
、
６０
代

の
男
性
た
ち
が

″し

ゃ
ベ

リ
場
″
づ
く
り
を
始
め
た
。

月
に
■
回
集
ま
り
、
雑
談

に
花
を
咲
か
す
。
シ

エ
ア

世
代
が
生
き
方
を
共
に
考

え
、
楽
し
む
場
に
な
り
つ

つ
あ
る
。

し
ゃ
べ
り
場
を
つ
く

っ

た
の
は

「ぶ
ら
ん
ぶ
ら
ん

き
ら
き
ら
」

（
財
部
和

幸
代
表
、

１３
人
）
。
鹿
児

島
県
が
昨
秋
、
第
二
の
人

生

を

テ

ト

マ
に

開

い
た

「
男
の
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ

ｏ
ノ
ー
ト
」
講
座
の
修
了

生
有
志
で
、
こ
の
春
発
足

し
た
グ
ル
ー
プ
だ
。
ユ
ニ

ー
ク
な
名
前
は

「ゆ

っ
く

り
、
気
長
に
」
の
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
に
由
来
す
る
。

財
部
さ
ん
（６４
）
＝
薩
摩

川
内
市
＝
は

「会
社
を
退

職
す
る
と
ど
こ
に
も
所
属

感
が
な
く
な
り
、
不
安
に

駆
ら
れ
る
男
性
は
多
い
。

本
音
で
話
せ
、
行
く
の
が

楽
し
み
な
場
所
を
つ
く
り

た
か

っ
た
」
と
話
す
。

５
月
３‐
日
、
鹿
児
島
市

の
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ

ン
タ
ー
で
あ

っ
た
定
例
会

に
は
、
鹿
児
島
市
や
姶
良

市
な
ど
県
内
各
地
か
ら
７

人
が
参
加
。
現
役
時
の
会

社
に
再
雇
用
さ
れ
て
後
輩

指
導
に
当
た
る
６‐
歳
や
、

早
期
退
職
後
、
緊
張
し
な

が
ら
新
し
い
仕
事
に
挑
む

５９
歳
、
料
理
や
畑
の
作
り

方
講
習
に
通
い
始
め
た
６６

歳
な
ど
、
全
員
が
日
々
の

近
況
を
報
告
し
あ

っ
た
。

続
く
雑
談
は
、
趣
味
の

山
登
り
の
話
か
ら
原
発
、

地
域
の
ご
み
屋
敷
、
認
知

症
ま
で
縦
横
無
尽
に
話
題

が
広
が

っ
た
。
役
場
職
員

の
三
腰
善
行
さ
ん
（５４
）
は

「退
職
の
日
が
自
分
に
も

来
る
。
地
域
で
豊
か
レ

し
く
生
き
て
い
く
た
め
の

ヒ
ン
ト
を
こ
こ
で
も
ら
い

た
い
」
。

会
員
ら
は

「
い
ず
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
生
か

し
た
ベ
ン
チ

ャ
ー
で
も
起

こ
せ
た
ら
い
い
よ
ね
」
と

夢
も
語
り
合

っ
て
い
る
。

財
部
さ
ん
の
連
絡
先
は

『
ｏ
げ
ヨ

ー
ド
巨
ｏ
一
ｏ
υ
”
い
。０
０
●

・●
①
Ｌ
Ｕ

‐

（門
田
夫
佐
子
）
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